
議長職 無事完遂しました  

令和５年９月に議長に就任、昨年 9 月定

例会初日、議長職を交替し、２年間の議長職

を無事完遂しました。 

議長は、本議会はもちろん議会の全会議、

そして市内の大きな行事等について出席しま

す。塩竈市は、「離島」・「公立病院」・「特定

第三種漁港」・「石油基地」等を抱えることか

ら、他の市より少々忙しい状態ですが、お陰

様でほぼ全会議・全行事を無事こなすことが

できました。ありがとうございました。 

 

令和７年度の活動  

◎一議員として 

昨年９月、議長職を交替し、現在は「議会

運営委員会委員長」を務め、一議員として活

動しています。 定例議会での「総括質疑」・

「一般質問」や予算・決算特別委員会では、

トップで質問するなど積極的にこなしています。 
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私の議会活動は、住民の皆様の声を市政

に反映させる「提案型質問」に徹しています。  

今後も、安心・安全・魅力ある塩竈市の未

来づくりに全力で取り組んでまいります。  

◎今後も変わりなく 

私の議会活動を皆様に知っていただくため、

『かまた礼二の議会だより』を発行、そしてＳＮ

Ｓ（ホームページ・インスタグラム・フェイスブッ

ク・等）で活動を発信し、それを基に皆様から

頂いたご意見やご要望を市当局へ要望して

まいります。 

また、当選以来毎年開催を続けてきました

「議会報告会」も、昨年１２月の開催で１９回

目となりました。 

今後も、市民の目線で皆様のご期待に沿う

よう誠心誠意頑張りますので、更なるご支援よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

第１９回 かまた礼二議会報告会開催  

２０２５年１２月７日（日）、少林寺拳法塩竈

道院専有道場を会場に「第１９回かまた礼二

の議会報告会」を開催しました。 

この報告会では、議長職を交替して数ヶ月

であることから、議長としての仕事内容をはじ

め議会全体の状況について、SNS を利用し

報告させていただきました。  

報告会終了後は、懇親会を開催しました。

例年通り、参加いただいた皆さんと十二分に

懇親を図ることが出来ました。 

参加いただいた皆さん、ありがとうございま

した。 



令和７年１２月定例会での一般質問  

◎人口増加策に挑むべき 

塩竈市の合計特殊出生率は 1.15 と低く、

人口は減り続けています。この「人口減少」は

塩竈市だけでなく全国的な問題です。 

 私は、常々他市町村にはない飛び抜けた

施策を複数行う必要があると考えおり、昨年

12 月定例会で以下の提案を行いました。 

■市道・私道整備 

市内各所で舗装や側溝の劣化が進行。再

整備の加速が必要である。  

私道整備の補助率を引き上げ、整備希望

者には市が一時立替え、分割払いとし負担

軽減を図るべきであります。 

■防犯灯・防犯カメラ 

LED 化は進んでいるが、梅の宮町内会の

修理・電気代負担が運営費の 40％以上 に

なっており、他の町内会も同じような状態と思

われます。  

電気代補助率の引き上げと再配置で、町

内会活動を支援すべきであります。 

また、防犯カメラ設置に関しても家庭用・自

家用車用防犯カメラへの補助も提案致しまし

た。  

■核シェルター（テント型補助）  

放射性物質からの被ばく防止として、市民

が導入しやすい補助制度を提案しました。  

全国的にも珍しい施策で、塩竈市の安全・

安心アピールになる。  

■空き家対策 

中古住宅の水回り改修やバリアフリー改修

への補助を強化し、空き家バンクと連携を図

りながら転入者促進策を推進すべきである。  

■浦戸地域再生 

小中学校寄宿舎制の導入で子育て支援。  

寒風沢⇔宮戸の橋が法や条例で不可能

であるなら、沈埋トンネルで結ぶべきある。  

また、IT 関連企業等の誘致により、税収

増・若年層の定住促進を図るべきであります。 



■教育・子育て 

学力向上、いじめ・不登校・ひきこもりへの

対応を強化し、専門分野（英語など）に特化

した教育プログラムを採用すべきである。こう

いったことは、人口増加策の大きな要素にな

り得ると思います。  

■体育施設・生涯学習 

野球場は、公式な大会が開けない状態で

ある。また、武道館が無いのは近隣の市町で

塩竈市のみであります。 

こういった体育施設は、青少年を育てる為

に必要な施設であり、いつまでも元気な高齢

者と健康寿命を延ばすのに必要な施設であ

ると思います。 

■自主財源の確保（ふるさと納税）  

前述した「他市町村にはない飛び抜けた

施策」を行う為には、財源が必要です。 

令和 8 年度に向けて「ふるさと納税」の改

善策を検討し増収に向けて頑張っていただき

たい。また、返礼品として「親へのがん検診」

など特化した施策の検討もお願いしたい。 


